
 
 

 (4 月入学)                    福島大学独自免除 

 
 

下記に掲げる「１．免除選考対象者」のいずれかに該当する場合は、本人の申請に基づき、選考の上、入学料の 
全額又は半額を免除することがあります。免除を希望する者は、下記により申請してください。 

１．免除選考対象者 
（１） 各学類・大学院研究科に入学する者が、次の一に該当する特別な事情により入学料の納入が著しく困難であると 

認められる者 
イ． 入学前１年以内に入学者または学資負担者が風水害等の災害を受けた場合 
ロ． 入学前 1 年以内に学資負担者が死亡した場合 
ハ． 前記に準ずる場合で、学長が相当と認める理由がある場合 
  ※大規模災害の場合は、２０１１年３月以降の災害が該当 

（２） 大学院研究科に入学する者で、経済的理由により入学料の納入が困難であり、かつ学業が優秀であると認められ 
る者  

２．申 請 書 類 
（１）入学料免除願（別紙様式第１）     

※東日本大震災等の激甚災害により被災した場合は、 
「入学料免除願【災害特別枠】（別紙様式第 1）」を使用  

           
（２）提出書類一覧表（別紙様式２）    ・・・３～４頁 
（３）家庭の収入状況調書および     

奨学金受給状況申立書（別紙様式３） ・・・５～６頁 
（４）（２）で該当する証明書類 
 
３.受 付 期 間  

 入学手続開始日区分 １２月１３日 ２月１１日 ３月７日 ３月２１日 

【第１回目提出書類】 

 

申 請 受 付 期 間 

(１)入学料免除願提出期間 

（受付期間必着） 

１２月１３日 

～ 

１２月２０日 

２月１１日 

～ 

２月１８日 

３月７日 

～ 

３月１５日 

３月２１日 

～ 

３月２７日 

             第１回目の「入学料免除願」申請後に第２回目提出の手続きを進めてください。 

【第２回目提出書類】 

 
申請提出一覧表の該当書類 

上記申請書類の（２）から（４） 

令和７年３月１５日～令和７年４月１日 

（受付期間最終日の１７時必着のこと) 

 
４. 送 付 先  
 第 1 回目提出書類：入学手続書類に同封して提出してください。 

第 2 回目提出書類：必ず簡易書留で下記宛てに郵送してください。 
〒960-1296 福島市金谷川１番地 福島大学学生・留学生課 生活支援係 入学料免除担当                                                                                                                               

５.注 意 事 項 

（１）すでに入学料を納入している者は、免除申請できません。 
（２）選考結果が発表されるまでの間、免除を申請した者は、入学料の徴収が猶予されていますので納入しないでくださ

い。（いったん納入された入学料は返還できません）。 
（３）選考結果については、学生向け連絡サイト（LiveCampus）でお知らせいたします。（8 月中旬予定） 
（４）選考結果が不許可又は半額免除になった者は、結果発表の日から１４日以内に所定の入学料を納入するか、学生・留

学生課に徴収猶予の申請をしてください。猶予が許可された場合、入学料の納入期日が令和７年９月１日まで延長され

ます。 
上記期間内に所定の入学料を納入せず、また徴収猶予の申請もしないと除籍処分になりますので、十分、注意してく

ださい。なお、納入の際は授業料よりも入学料を優先して納入してください（万が一入学料未納で除籍されても、先に

納めていた授業料は返還できません）。 
（５）申請書類に不備がありますと選考から除外されますので、本要領等を熟読の上、申請書類に不備がないよう注意して

ください。「入学料免除願」は令和７年４月１日現在の内容で記入してください。第２回目書類提出時に準備できない

証明書類は、令和７年４月２５日(金)までに、学生・留学生課へ提出してください。 
（６）選考を適切に行うため、その事情を証明する書類が必要です。なお、提出いただいた個人情報は入学料免除選考以外

の目的には使用されません。 

【第 2 回目提出】 

【第 1 回目提出】 

 令 和 ７ 年 度 入 学 料 免 除 申 請 要 領【第 1 回目提出分】 



＜参考＞家計基準 
 
前ページの「１．免除選考対象者」の（２）に該当すると認められる者は、同一生計の家族（以下、

「世帯」という）の特別な事情によって異なりますが、おおむね下記の「１．収入基準」以下であり、

かつ、「２．学力基準」を満たしていることが最低条件となりますので申請する際の参考にしてくださ

い。 
なお、あくまでも「免除選考対象者」に該当すると認められるのであって、条件を満たしているから

といって必ずしも免除になる訳ではありません。 
 
同一生計の家族（「世帯」）とは、申請者と家計支持者（父・母）及び家計支持者（父・母）に扶養さ

れている者で、働いていない兄弟姉妹等、別居している祖父母や通学のため一時的に別居している者で

あっても、家計支持者の扶養親族である場合は「同一生計の家族」に該当します。 
  
１．収入基準 

世帯の特別の事情により異なるが、世帯の年間総所得金額が次の収入基準額以下であること。 
区分 

世帯人員 
学類生 大学院生（修士・博士前期） 大学院生（博士後期） 

自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 
１人 １１６万円 １６０万円 １２４万円 １６８万円 １６０万円 ２０４万円 
２人 １６８万円 ２１２万円 １８０万円 ２２４万円 ２４０万円 ２８４万円 
３人 １９０万円 ２３４万円 ２０５万円 ２４９万円 ２７３万円 ３１７万円 
４人 ２０３万円 ２４７万円 ２２０万円 ２６４万円 ２９４万円 ３３８万円 
５人 ２１７万円 ２６１万円 ２３６万円 ２８０万円 ３１６万円 ３６０万円 
６人 ２２７万円 ２７１万円 ２４５万円 ２８９万円 ３３０万円 ３７４万円 

 
＊ 総所得金額＝総収入金額－(1)必要経費－(2)特別控除額 

（１）必要経費 
○給与収入者（給与収入者が２人以上いる場合は各人別に行う、収入金額は所得税等控除前の額） 
・収入金額１０４万円以下       ⇒収入金額と同じ 
・収入金額１０５万円～２００万円の場合⇒収入金額×０．２＋８３万円 
・収入金額２０１万円～６５３万円の場合⇒収入金額×０．３＋６２万円 
・収入金額６５４万円以上の場合    ⇒２５８万円 
○給与収入以外の者（商業、農業、その他の職業及び臨時的所得等） 
その収入を得るために費やした経費（税申告書の必要経費） 

（２）特別控除額（世帯の特別の事情）  
就学者、障害者、長期療養者等がいる場合、母（父）子家庭に該当する場合等に控除されます。 
就学者＝小学：31、中学：46、高校：39～118、高専：39～118、専修 39～147、大学：74～180 
心身障がい者＝99、母（父）子家庭＝99  単位：万円         
 

※各種ローン・借金等の負の所得は、一切控除の対象になりません。 
 

２．学力基準(大学院研究科) 
出身大学（博士後期課程入学者については修士課程または博士前期課程）で修得した科目数の 

７０％以上が「良」（B）以上の成績であること。 
＊ 学力判定は、出願時に提出された成績証明書等を参考にします。 
＊ 学費負担者の死亡等、特別な事情による申請については収入基準のみで選考します。 



- 1 - 

 
別紙様式第１ 

入 学 料 免 除 願 

 

福 島 大 学 長 殿 

     

申請者 

（自筆） 

所 属 ※ 学類・研究科  

     受 験 番 号      通学区分 1．自宅  2．自宅外  

     

氏 名
フ リ ガ ナ

 

 

 

 

     

現 住 所 
（〒         ）  

       

     携 帯 番 号   

     

保護者 

（自筆） 

氏 名
フ リ ガ ナ

 
 

申請者との続柄（   ） 

 

     

住 所 

（〒         ）  

       

     電 話 番 号   

令和７年度入学料の免除を許可くださるよう関係書類を添えて申請します。 

なお、記載事項に事実と相違があった場合は、入学料免除を取り消されても異議ありません。 

１．申請理由（学生本人が具体的に記入すること。） 

   

   

   

   

２．家庭状況  記入上の注意）６参照 

 続 

柄 
氏     名 

年 

齢 
現在の職業（勤務先） 

給与収入の計 給与収入以外の計 

（千円） （千円） 

就

学

者

を

除

く

家

族 

本
人 

  
学生（福島大学） 

 
    

 
    

父    
 

    
 

    

母    
 

    
 

    

    
 

    
 

    

    
 

    
 

    

    
 

    
 

    

大
学
認
定 

家族数 
人 

独立生計者 □ 該 当 母子父子世帯 □ 該 当 多子世帯  □ 該当 

申請区分 
1:一般    2:家計    3:学力    4:事由 

5:事情（家計支持者死亡） 6:事情（災害） 7:事情（その他） 
辞退 □ 有り 

※    部分は大学記入欄なので、記入しないこと。 
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就 
 
 
 

学 
 
 
 

者 

続 

柄 

氏    名 設 置 
区 分 在学学校（学年） 通 学 

区 分 
前年度状況（国立学校就学者のみ記入） 

授 業 料 免 除 状 況  授業料年額 
前期分 後期分 （千円） 

 

 

※ 
1:国立 

2:公立 

3:私立 

※１小学校 ２中学校 ３高校 ４大学 
５高専 ６専修学校（高等課程） 
７専修学校（専門課程） ８その他 

※ ※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

   

1:自 宅    

学校名           （   年） 2:自宅外    

 

 

※ 
1:国立 

2:公立 

3:私立 

※１小学校 ２中学校 ３高校 ４大学 
５高専 ６専修学校（高等課程） 
７専修学校（専門課程） ８その他 

※ ※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

   

1:自 宅    

学校名           （   年） 
2:自宅外    

 

 

※ 
1:国立 

2:公立 

3:私立 

※１小学校 ２中学校 ３高校 ４大学 
５高専 ６専修学校（高等課程） 
７専修学校（専門課程） ８その他 

※ ※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

   

1:自 宅    

学校名           （   年） 
2:自宅外    

 

 

※ 
1:国立 

2:公立 

3:私立 

※１小学校 ２中学校 ３高校 ４大学 
５高専 ６専修学校（高等課程） 
７専修学校（専門課程） ８その他 

※ ※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

   

1:自 宅    

学校名           （   年） 
2:自宅外    

 

 

※ 
1:国立 

2:公立 

3:私立 

※１小学校 ２中学校 ３高校 ４大学 
５高専 ６専修学校（高等課程） 
７専修学校（専門課程） ８その他 

※ ※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

※ 

1:無 

2:全額免除 

3:半額免除 

   

1:自 宅    

学校名           （   年） 
2:自宅外    

特

別

控

除 

母子父子世帯 
※ 母無： 死亡・生別（     年   月） 

父無： 死亡・生別（     年   月） 
 

□ 該 当 

障がい者の 
い る 世 帯 

続柄（    ） ※ 障がい者 ・ 原爆被爆者（障害あり）  

人 続柄（    ） ※ 障がい者 ・ 原爆被爆者（障害あり） 

長期療養者 
のいる世帯 

続柄（    ） 
療養期間      年 

療養費（年額）           千円 
月から ※ 入院・通院・自宅療養 合計（年額）   （千円） 

続柄（    ） 
療養期間      年 

療養費（年額）           千円 
月から ※ 入院・通院・自宅療養 

 
    

主たる家計支 
持 者 の 別 居 

住居・光熱費等（年額） 

千円 
     

災害・風水害・ 
盗難等の被害を 
受 け た 世 帯 

災害内容 被災額 

千円 
 

    

 
記入上の注意 
１．   の欄は大学記入欄なので、記入しないこと。 
２．※印は、該当箇所を○で囲むこと。 
３．記入内容は、令和７年４月１日現在として記入すること。 
４．申請者及び保護者の欄は、それぞれ本人が自筆すること。また、「1.申請理由」は学生本人が記入すること。 
５．家族の職業は具体的に記入すること。専業主婦、無職等の場合であっても空欄とせず、その旨記入すること。 
６．生計を一にする家族全員（世帯全員）とは、申請者と家計支持者（父・母）及び同居別居に関わらず家計 
支持者（父・母）に扶養されている者。 
  例１）別な住所に暮らす祖父母が、父または母に扶養されている場合は同一世帯とみなします。 
  例２）同居している兄弟姉妹が働いている場合、同一世帯とみなしません。 
 

 
記入いただいた個人情報は、免除等選考のために利用され、その他の目的には利用されません。 


